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町田市議会議員・良識ある保守主義を目指す
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企業・団体献金禁止に賛成

第 定例会の議案では議員提出議案 号

「企業・団体献金の禁止を求める意見書」に

賛成討論しました。採決では 対 の一票

差で惜しくも否決となりました。以下、その

意見書に対する私の賛成討論の要旨です。

平成 年、政治家後援会に対しての企

業・団体の献金が禁止されて以降、議員の政

党支部への献金がそれを代用しているのは、

補助金受給企業による献金の発覚で明らか

になっている。政治不信を無くすには、これ

を根絶する以外にないと思われる。町田市議

会は、平成元年に決議をして、企業・団体か

ら金品の寄付を受けないと定めている。同じ

く、その趣旨の要項を定め、現在に至ってい

る。他方、政治の活動に関して、国民・市民

の啓発を熱心にやれば、自ずと広報などにも

資金を必要とする。民主政治は、国民・市民

に支えられて成り立つべきだが、個人献金の

普及はまだまだまだであり、現状、政治家本

人の金銭的負担が目だっている。合せて、町

田市議会のような一般自治体議会議員への

個人献金寄付者には控除制度が無いと言う

格差是正の問題点を指摘しました。

「町丁名」の変更について

町田市内は、地域の名称の変更が遅れてお

り、事件や救急の発生に際し、表示が難しい

と言う問題がありました。私が住む近隣では

金森・高ヶ坂・成瀬地区では全てのエリアで

町丁名がつけ終わりました。「〇丁目〇番〇

号」と言う表現が定着すれば、それらの通報

がスムーズになるでしょう。

次いで、小川・鶴間地区でも同様な変更作

業に入っており、議会にも「行政報告」と方

法で建設常任委員会で説明がありました。そ

こでは、あさみ美子委員と、吉田つとむが二

つの問題の指摘を行いました。一つは、東急

田園都市線南町田駅の北側を「南町田」と言

う名称にする計画に関して、地区的に混乱が

生じる可能性と、地元に異論はないのかと言

う問いかけでした。駅の南側の町内会で「南

町田」の名称が使われていること、あるいは

北側の地域では「町谷」と名称が無くなるが

本当に住民理解が得られたのかと言う問題

です。また、すでに「町丁名」の変更が行わ

れているところで、百番台、千番台の地番が

使われている地点の改定については、町田市

側からの働きかけは行わない旨の説明があ

りました。住民の皆さんに意見を十分にお聞

きした上で決定する事柄だと思います。

★無所属で活動・市議会は保守連合 吉田つとむ発見動画チャンネル
URL http://j-expert.jp/ ユーチューブ http://jp.youtube.com/yoshidaben
編集 〒194-0011 町田市成瀬が丘 1-14-12サンホワイトＥ103-13吉田つとむ（市議会議員） 
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研修レポート⑩ 岡村 真愛
 
東京都庁の選挙管理委員会にて、吉田つと

む議員の政治資金収支報告書の提出に同行し

ました。地方出身の私は都庁の中に入ったこ

とがなかったので、目に入るものほとんどが

とても新鮮でした。

提出した報告書は公務員（注：選管職員）

の方が文面を微細なチェックして少しの間違

いや抜けを見つけ出してくれていました。書

類は文字や数字が事細かに並んでいて遠目に

見ていても嫌になりそうな分量です。吉田議

員が自分のポケットマネーからだしたお金だ

としてもそれを書き記し、そこに明らかにし

なければいけません。 

書類を受け付ける公務員という職業に求め

られるマメさや忍耐力、政治家という職業に

求められる公平さや硬さを肌で感じました。

私がお伺いしたのは選挙管理委員会だけでし

たが、公務員や政治家という職業の仕事内容

をまた少し垣間見れたような気がしました。 
フェリス女学院大学 新 年生 岡村真愛

第 期研修生

研修レポート⑩ 梅田史夏

この日は午前中のみの研修でした。午前

時から健康福祉常任委員会を傍聴し、その後

吉田議員の事務的な作業を手伝いました。会

議では国民健康保険事業会計予算や介護保険

事業会計予算など健康と福祉に関する様々な

予算について話し合われました。予算会議を

傍聴するのは初めてでしたが税金が市や国の

ためにどのように使われているかを知ってお

く事は重要だと思いました。しかし、実際会

議を傍聴するとわからない言葉や制度が多く

ある事に気づきました。勉強します。

また、今回傍聴したのは健康福祉常任委員

会という会議です。超高齢化社会と言われて

いる日本においては特に「健康や福祉」に重

きを置く必要があるはずです。今回の傍聴を

機にこのような社会問題 にも目を向けて考

えてみようと思いました。

梅田史夏さんは、昨年 月に大学入学した

年生で、新年度もインターンシップを継続予

定です。また、第 期研修生として、明治大

学 年生の岡澤優紀さんが参加しました。

★吉田つとむの連絡先
◇ どうぞ、町田市政や議会に関するご要望や、ご意見をお気軽にお寄せ下さい。

：

慶應大学 年生 梅田史夏 第 期研修生


